
1.沿 革

往 古美 和村 は、 海 部族 の勢 力下 に属 してい た とい われ 陶

部 の部 民 が居住 し土 器の 製作 が行 われ た もの で地 名 もこれ

に 由来 した東 須恵 、西須恵 、 飯井 が 明治22年 合 併 して美和

村 とな る。 国府村 は土 師 、磯 上、牛 文 、福 里が 合併 した も

の で土 師焼 と称 す る土器 を作 ってい た もの と思 わ れ今 で も

窯跡 や焼 物 片 が相 当出土 してい る。行 幸村 は服 部 、福 岡、

八 日市 、 長船 が明 治22年 に合併 した もの で 明治天 皇 が 中国

地 方 ご巡幸 の際 当地 に行 幸 され た ものを記 念 して行幸 村 と

な った。

昭和30年3月31日 美 和村 、 国府 村 、行 幸村 が 合併 し長 船

町 とな った。な お この町 名 は全 国 に古 くか ら知 られ てい る

長 船 の名 刀 に因み 名 づけ た もので あ る。

2.位 置

岡山県 の東南 部 邑久郡 の北 端 に あ り、東 北 部 は備前 市 に

南 部 は 邑久 町西部 は吉 井川 を隔 て て岡 山市 、赤 磐郡 瀬戸 町

に 接 してい る。

岡 山市 の 中心 部 へ約25km、 備前市 街地 へ約12kmの 位 置に

あ る。 概 して 平坦 で北東 部に標 高300mの 山林 が あ り、年

間 雨量1,278mm、 平均 気 温14.7℃ で温暖 に して災 害 も少 な

く、農 作物 の 栽培 に適 してい る。

3.面 積

面 積 は29.33k㎡ で東 西7.5㎞ 南北6.7kmで あ る。

総 面 積 田 畑 山 林 宅 地 そ の 他

29.33k㎡ 9.83k㎡ 13.55k㎡ 1.89k㎡ 4.06k㎡

100% 33.5% 46.2% 6・4% 13.9%

4人 口

昭 和45年 まで一 時 的 には人 口 も減少 したが 、そ の後企 業

の進 出 と住宅 団地 等 の造 成 によ り急速 に人 口 が増 加 し、現

在 では30年 合併 当時 に比 較 して120%の 増 加率 とな ってい

る。

交通 の 便 がよ く、通 勤時 間 も適 当 で岡 山市 、 備前市 の ベ

ッ ドタ ウ ンと して 、公害 のな い住 み よい 町 と して 発展 しつ

つあ る。

人 口の推移(住 民基 本 台帳 に よ る4月1日 現 在)

年次 人 口 男 女 年 人 口 男 女
昭30 7,632人 3,740人 3,892人 昭52 8,603人 4,155人 4,448人

35 7,313 3,566 3,747 53 8,877 4,296 4,581

40 6,956 3,362 3,594 54 8,995 4,355 4,640

45 6,737 3,204 3,533 55 9,072 4,406 4,666

50 7,756 3,739 4,017 56 9,176 4,470 4,706

5.就 業構 造

就 業 者数 は昭 和50年4,171人 で第1次 産 業の 構成比24.3

%と な ってい るが 、近 年 第2次 、第3次 産 業へ 就 業 が 目立

ってい る。

年次 総人 口 就業
人口

第1次 産 業 第2次 産 業 第3次 産 業

人 口 構成比 人 口 構成比 人 口 構成比
昭30

7,501人 3,633人 2,683人 73.9% 311人 8.5% 639人 17.6%

35 7,110 3,634 2,245 61.8 607 16.7 782 21.5

40 6,758 3,896 2,141 54.9 762 19.6 993 25.5

45 6,659 3,954 1,690 42.8 1,045 26.4 1,219 30.8

50 7,943 4,171 1,012 24.3 1,558 37.3 1,601 38.4

(国 勢調査 人 口10月1日)
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町長 松 村 敏 夫

庁 舎 全 景

長 船 町 民 憲 章

長船 町 合併20周 年 記念

昭和50年1月29日 制定

刀 の鐔 と3村 合併 を か た どり

「融和 と連帯 」 を意 味 し明 る く

躍進 す る平和 な町 長船 を象 徴す

る。

1
1
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わた した ちは 、千 古の歴 史 に誇 りを もち豊 かな未 来 を

約 束 され た長 船平 野の 緑 の中 で生 活 してい る長船 町民 で

す 。 この憲章 を く らしの 合言 葉 に、み んな手 を と り合 っ

て 、 住み よい 町 をつ くりま し ょう。

健康 を大 切 に し、た くま し く生 き る心 と体 をつ くりま しょう。

働 くことに喜 び と生 きが いを もち楽 しい職場 を つ くりま しょう。

郷 土の 伝統 を生 か し、新 しい 文化 の創 造 に努め ま しょう。

信 頼 と愛 情 を深 め 、明 るい社 会 と、家庭 を つ くりま しょう。

秩序 と規 則を守 り、平 和 で希 望 に満 ちた、町 をつ くりま し ょう。

(地 方 自治法 施行30周 年記 念昭 和52年11月3日 制 定)
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町の 最高議 決 機関 で あ る町議 会 は16名 で構 成 され 、年4回

の定 例会 と必 要 に応 じて臨 時会 を開 催 して い る。

また 専門的 な立 場 か ら審 議 を進め るため 、3つ の常 任委 員

会 を設 けて い る。 なお必要 に よ り特 別委 員会 を設 け る ことが

で きる。
総務常任委員会

(5名)

議 会

産 業 土 木
常 任 委 員 会

(6名)

文 教 厚 生
常 任 委 員 会

(5名)

特別 委員会

昭和55年 度一般会計決算

昭和55年 度 一般 会 計決 算 では歳入 総額 は19億51,420千 円、

歳 出総額18億84,363千 円で 、 歳入 に おい て地 方 交付 税 、国 、

県 支出金 、町債 の ウエ イ トは高 く、 自主財 源 の乏 しい ことが

表 われ てい ま す 。

歳 出 で は社 会福 祉事 業 、児童 福祉事 業 、地域農 政 特別 対策

事 業 、林 道開 設 、農 道 、用水 、排 水改 良事 業 、町道 改良事業、

学 校 教育 施設等 に 充て られ てい ま す。

特別会計の決算及び予算額 (単位 千円)

会 計 別
昭和55年 度決算額 昭和56年 度

予 算 額歳 入 陸 出
国 民 健 康 保 険 266,301 235,198 261,852

農 業 共 済 事 業 58,500 37,349 75,177

住宅新築資金等貸付事業 112,202 108,545 104,898

生活改善資金貸付事業 3,774 381 3,649

水 道 事 業 68,595 74,765 85,602

美 和 診 療 所 14,976 14,342 13,940

■一般会計歳入歳出決算額の推移

■ 町 税 の 推 移

健 康で 、住 みよ い生活 環境 を 目指 し、昭 和52年 し尿 処理 施

設(焼 却方 式)を 建設 し以来 毎 日稼動 中 で、収 集人 口 、収 集

量共急 増 しつ つあ るの で、現 有施 設 の耐久性 処 理能 力等考 慮

す ると近 い将来 増改 築 を検討 しなけれ ば な らない。 ゴ ミ処 理

につ いて は 、現 在 町有地 へ埋 没処 理 を実施 して い るが 、近 い

将 来埋 没処 理 不 可能 とな るので 、隣接 の 邑久 、牛窓清 掃処 理

施設組 合 へ加入 申込 交 渉中 であ る。

1.老 人 憩 の 家

昭和54年 度美 和地 区へ 建設 、 老人 の憩 の場 と な った。

2.美 和診 療 所
老 人 憩 の 家

昭和54年 度 美和地 区へ老人 憩 の家 と併設 、現 在 利用者 が

増 加の傾 向 であ る。

3.国 民 健康 保険

勤労 世帯 の増加 に よ る社会 保 険へ の加入 と、老 人 世帯 の

増 、 また医 療費等 の上 昇 、高額 療養 に よ り年 々給 付額 が上

昇 し、困難 な財政 事情 で運 営 して い る。

衛 生 セ ン タ ー

議 会

財 政

社 会 福 祉



■国民健康保険者の推移

年 度 世帯数 被保険者数
加 入 割 合 l人 当りの

保 険 税世 帯 被保険者

昭51
918

人2
,547

%44 %32 円19
,291

52 914 2,525 42 30 19,611

53 921 2,520 40 29 28,174

54 945 2,531 40 28 29,011

55 95712.55439 28 30,079

4.老 人福 祉

老 人の1人 住い 、ね た きり老 人の健 康管 理 をす るた め 、

昭和54年 家庭奉 仕員 を1名 増 員 し現在2名 設 置 して い る。

5.児 童福 祉

昭 和55年 度 にお いて第3保 育園 建設 、現 在保 育園3ケ 所

で3年 保育 を実 施 して い る。

■国民年金被保険者数の推移
(4月1日 現 在)

年度
被 保 険 者(人) 免 除 被 保 険 者(人)

強 制 任 意 計 法 定 申 請 計

51 1,021 8691,890 17 19 36

52 1,001 9011,902 18 28 46

53 1,021 9111,932 18 33 51

54 973 94911,922 23 41 64

55 950 9261,876 25145170

福祉年金支給状況

第3保 育 園

区分
年度 老齢年金（人）障害年金（人）敬老年金(人)

51 1.04145

長 寿年金
382

希望年金
(1～4級)

124

52 1.073 51

53 1,114 57

54 1,169 59

55 1,194 61

1.消 防

本 町 の消防 団 は3分 団編 成 で団員140名 で あ る 。機動 力

は消防 自動車1台 、 可搬式 小型 動 力ポ ンプ積 載車3台 、小

型 動力 ポ ンプ8台 を設 置 して い る。

口消 防 団の編 成装 備

団 長

副 団 長

副 団 長

本 部 長

美和分団39名

国府分団38名

行 幸分団37名

防 火 設 備

指導部長26名

種 類 数

防 火 水 槽20m3 8

〃40m3 11

消 火 栓150%未 満 150

〃150%以 上 85

▲ 消 防 団 訓 練

昭和49年4月1日 郡 内3町 広 域 消防 と して、 邑久 消防組 合

が 発足 以来 、 昭和53年 度 長船分 駐所 が開 設、 消防救 急 等 の業

務 が 一段 と強 く要請 され てお り、地 域住 民の生 命 、財産 の安

全 を図 るため有 事即応 の 態勢 を整 えて い る。

住 民 生 活 の 安 定



1.学 校教 育

現在町 内に小学校3、 中学校1が あ り、恵 ま

れ た自然環境の中で明 日を担 う児童、生徒の育

成 を行 ってい る。

2.社 会教 育

○学級 講座

母子学級、家庭教育学級 、婦人学級 、高齢者

学級

○団体 育成 活動

子ど も会、FOS少 年団 、スポーツ少年団、

青年団、婦人会、老人 クラブ

○社 会体 育活 動

ソフ トボ ール、庭球 、バ レーボール、剣道、

野球 、空手、バ ドミン トン、オ リエ ンテー リ

ング、各同好会

○ クラ ブ 活動

詩吟、扇剣舞、 日舞、民謡、囲碁、盆栽、書

道、生 花、手 芸、木彫 、俳句、川柳、絵 画、
コーラス、 カラオケ、英会話 、洋裁、料 理

○社 会教育 施設

長船町中央公民館、美和分館 、行幸分館、美

和会館 、老人憩 の家

3,幼 児教 育

各小学校 に併設 してい る幼稚園、3園 で幼 児

教育を行 ってい る。

中 学 校 中央 公 民 館

■児童生徒数の動向

学 校 名

52年 53年 54年 55年 56年 57年

学
級
数

児 生

徒
竜 数

学
級
数

児生
徒

童 数

学
級
数

児 生
徒

童 数

学
級
数

児生
徒

童数

学
級
数

児 生
徒

童 数

学
級
数

児 生
徒

童 数

美 和 小 6 113 6 127 6 134 6 129 6 140 6 136

国 府 小 6 194 6 2138 240 8 254 8 262 9 272

行 幸 小 12 398 13 454 14 470 14 479 14 487 15 492

計24 705 25 794 28 844 28 862 28 889 30 900

長 船 中 9 306 9 312 10 327 10 337 10 372 11 409

合 計 33 1,011 34 1,106 38 1,171 38 1,199 38 1,261 41 1,309

地区別世 帯数 と人 口(昭 和56年4月 住民登録)

地 区 世帯数 人 口 世帯比率 人口比率

美 和 430 1,670 17% 18%

国 府 799 3,037 32 33

行 幸 1,247 4,469 51 49

計 2,476 9,176 100 100

動 態 人 口 (昭 和50～55年)

年 次
動 態 人 口

出 生 死 亡 自然増 転 入 転 出 社会増

昭50 128 54 74 544 214 330

昭51 130 72 58 466 192 274

昭52 115 61 54 460 351 109

昭53107 67 40 324 268 56

昭54124 84 48 431 343 88

昭55 110 80 30 441 367 74



1.農 業

農 業生産 額 の主体 を なす もの は水 稲で、 生産 性 の向上 を

目指 して、基 盤整 備を 実 施 してい る。

本 町の農 家戸 数 は1,102戸 で 町 内 全 戸 数 の45%を 占めて

い る。経営 耕地 別 には1ha以 下の 農 家が73%。 専 業農家 は

僅か9%で 年 々減 少す る反面 、 兼業農 家 はます ます 増加 の
一途 をた ど ってい る状況 で あ る。従 って農 業就 業者 も老 令

婦 人 化 し必 然 的 に第二 種 兼 業農家 の増 加が 目立 ってい る。

農業経営の状況 (単位 戸)

年 次 専業農家 一 種 農 家 二種農家 計

昭45 154 336 769 1,259

昭50 92 80 1,021 1.193

昭55 102 102 898 1,102

2.商 工 業

本町 の商工 業者 は307、 従 業者数1,473人 、年間販売額は

約18,462百 万 円で、 内商 業 関係193、 従 業者 数418人 、 年

間販 売額 は約8,094百 万 円、工 業関係114、 従業者数1,055

人 、年 間 販売 額 は約10,368百 万 円 とな って い る。(町 商 工

会資 料 に よ る)

層産 業別 就 業人 口

(昭 和50年)

経営耕地面積 (単位 戸)

年 次
30ａ

未 満

30～

50ａ

50～

70a

70～

100a

100～

150a

150～

200a

200a

以 上
計

昭45 219 216 232 240 276 62 14 1,259

昭50 211 231 218 226 231 57 19 1,193

昭55 211 184 194 212 207 66 28 1,102

家畜 飼養 頭数(昭 和55年)

区 分 飼養農家数 飼 養 頭 数

乳用牛 23戸 509頭

肉用牛 9 205

豚 14 970

にわとり 10 405

産 業別 商店数 、従 業者 数 商品 販売額 調(昭 和54年 商業統計)

区 分 商店数 比率(%)
従 業者

数 比率(%）
年間 販売 額

(万円)
比率(%)

総 数 117 100 340 100 479,956 100

一 般 卸 売 業 9 8 40 12 47,878 10

織物、衣服、身廻品小売業 12 10 29 9 26,369 5

飲 食 料 品 小 売 業 43 37 99 29 132,304 28

自動車、 自転車小売 業 12 10 40 12 42,368 9

家具、建具、什器小売業 11 9 24 7 25,830 5

そ の 他 の 小 売 業 30 26 108 31 205,207 43

飲 食 店 29 一 125 一 61,683 一

産業別就業人口の推移

区 分 昭和45年 昭和50年

総 数 3,954人 4,171人

第1次 産 業 1,690 1,012

農 業 1,680 1,008

林 業 狩 猟 業 10 4

第2次 産 業 1,045 1,558

鉱 業 8 3

建 設 業 253 370

製 造 業 784 1,185

第3次 産 業 1,219 1,601

卸 売 業 小 売 業 470 613

金 融、保険不動産 業 35 77

運 輸 通 信 業 160 212

電 気 、 ガ ス 、 水 道 業 8 12

サ ー ビ ス 業 455 571

公 務 91 116

産 業別工 場従 業者 数 、製造 品 出荷額 等 調(昭 和54年 工 業統計)

区 分 工場数 比率(%)
従 業
者 数

比率(%）
製造品出荷額等（万円）

比率(%)

総 数 49 100 703 100 795,641 100

食 料 品 製 造 業 5 10 120 17 364,389 46

衣服他繊維品製造業 9 18 84 12 20,373 3

家 具、装 備 品 製 造 業 5 10 31 4 34,122 4

紙加工印刷関連製造業 3 6 184 26 86,605 11

窯業、土 石製品製造業 11 24 152 22 136,807 17

金 属 製 品 製 造 業 9 18 77 11 110,492 14

電気 、機械 器具製造業 3 6 _ 一 一 一

そ の 他 の 製 造 業 4 8 55 8 42,853 5

産 業



福 岡 城 跡 の 丘

天王社刀剣の森(靱 負神社) 造 剣 の古 跡

黒田官兵衛父祖の墓

妙 興 寺

文 化 財



文 化 財

県指定文化財等

種 別 名 称 数量 場 所

史 跡
花 光 寺 山 古 墳 1 大字服部

築 山 古 墳 1 大字西須恵

郷土記念物
福 岡 城 跡 の 丘 1 大字福岡

天王社 刀剣の森 1 大字長船

長船町の位置

慈 眼 院


